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～ 今 回 の お 知 ら せ ～ 

岸本 周平 県知事に、 

ケアマネジャー（主任含む）の法定研修費用の補助・支援等を要望しました！ 

 3/28、和歌山県庁にて、直接、岸本 県知事に、ケアマネジャー（主任含む）の各種法定研
修について、研修費の補助・支援等を求める要望書を提出しました。 

  法定研修は、勤務先の法人が負担しているケースもありますが、個人が負担しているケース

も多くあります。厚生労働省も、受講者の費用負担の軽減の一助となるよう、「地域医療介護

総合確保基金（以下、「基金」）」や、雇用保険の「教育訓練給付制度（研修費用の 20～50%を給付）」

などの活用を促しており、各都道府県で費用負担の軽減を図る取り組みを行っています。 

和歌山県は、他県と比較すると費用が高い傾向にあるにもかかわらず、他県では進んでい

る、「基金」や雇用保険の「教育訓練給付制度（特定一般：費用の 50%を給付）」の活
用が進んでおらず、負担軽減についての取り組みが不十分と言わざるをえません。 

NCCU としては、これらを活用するなどし、受講生の負担軽減を図るよう要望しました！要望

は、県議会議員の 長坂 隆司（和歌山市） さんの力添えを受け、上部団体の UAゼンセン

和歌山県支部と行いました。要望書を受け取った岸本県知事からは、「特に在宅のケアマネジ

ャーさんは、大変な役割を担っていただいていると認識しています。負担軽減の取り組みにつ

いては、できることから取り組みたい。」といった主旨の発言をいただき、長寿社会課の遠藤課

長からは、「基金の活用は、使用用途のバランスを見ながら検討したい。ただ、教育訓練給付

制度の活用については、研修に応じて、令和 7年度の下期・令和 8年度の上期から活用でき

るよう検討したい」といった主旨の 

見解をいただきました。 

NCCU としては、引き続き、 

ケアマネの研修に係る負担軽減 

の取り組みを行っていきます。 

「教育訓練給付制度」は、 
雇用保険に一定期間以上（初
回は 1年以上）の加入が必要
だったり、2回目以降の活用
は、前回の活用から 3年以上
の経過が必要などの要件があ
るので、詳しくは厚労省のHP
等を見てネ！ 
※制度概要はコチラ！↓ 
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NCCU近畿総支部行き ／ ＦＡＸ：０６－６３０５-９３８２ 

NCCUニュース 和歌山支部のみなさんへ 

～和歌山支部 第 142 号～ 
「岸本 周平 県知事に直接、対面して、 

ケアマネジャー（主任含む）の法定研修の費用の補助・支援等を要望しました！」 

★みなさんの意見をお聞かせください。 

事業所名： 職種： 
氏名： 

 ※匿名でも結構です。 

 

■ご相談やご質問などは、NCCU近畿総支部 まで直接ご連絡ください。 

※上記意見欄の個人情報は組合の活動にのみ利用することとします。 

TEL：06-6305-9381／FAX：06-6305-9382  

分会ニュースの組合員意見欄に記載された個人情報の取扱いについて(簡易型) 

私は分会ニュースの組合員意見欄に記載した個人情報の取り扱いについて、『NCCU の個人情報保護方針・個人

情報の取扱い(NCCUホームページに記載)』に同意します。 

 


